
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

2022年もあと半月となりました。今年はロシアによるウクライナ侵攻、安倍元首相の

殺害など大きな出来事がありました。特に前者は、日本社会へも物価高、軍事費の拡

大などと影響を及ぼし、一般にはあまり報道されませんが、日本の NATO加盟などという

話も、国際政治学の研究会に出たことを耳にしました。社会教育士養成課程にとって

は、初めての社会教育実習の年になりました。川島町教育委員会、鶴瀬公民館、アス

ポート、べてるの家や東京第 6朝鮮学校に実習先に 25名の学生が実習を体験し、

12月 17日の実習報告会を経て、完全に日程の終了ということになります。 

 座学での社会教育と、実際に実習先で感じる社会教育のズレ、あるいは、なぜここが

社会教育実習先なのかと自問自答した実習生もいるかもしれません。私としては、他に

も夜間中学、フリースクール、女性支援施設や外国人支援施設なども実習先に加えた

いとは考えております。実習生が学んできたことを、我々教員や 2期生たちに伝えてもら

い、1期生の学びを継承して欲しいと考えています。この後、大東文化大学社会教育

士会の協力を得て、1期生向けにキャリア・ガイダンスも準備しています。多様な現場の

声を聞き、学びの視野を広げることを期待しています。 

 

 

 

10月から本格的に社会教育実習が始まりました。総勢 25名の学生達が、埼玉

県富士見市の鶴瀬公民館・水谷東公民館・南畑公民館、埼玉県川島町教育委員

会、北海道べてるの家、東京都朝鮮第 6学校、彩の国子ども・若者支援ネットワーク

（アスポート）の 7か所で実習を行い、12月 3日の富士見市・水谷東公民館の実

習をもって無事に終了しました。 

社会教育士養成課程となって初の実習であり、日程調整や実習先の要望なども踏

まえて 4月から準備をするなかで、不安と期待の半年間でした。しかし、学生達はそれ

ぞれの実習先で多くの学びをしてきたようです。様々なご配慮やご対応をして頂いた各

実習先に感謝申し上げると共に、改めまして実習をお引き受け頂きまして、ありがとうご

ざいました。 
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この号の内容  

1. 社会教育実習初年度 

2. 社会教育実習が終わりました 

3. 社会教育実習を終えて（１） 

～川島町教育委員会の感想～ 

4. 社会教育実習報告会の開催 

5. 2年目の社会教育主事講習

が終了 

 

1. 社会教育実習初年度 
               一盛 真 【社会教育士委員会・委員長】 

 

２. 社会教育実習が終わりました  ~7か所・総勢 25名で実施~                  
 



 

 

埼玉県比企郡・川島町教育委員会での実習を通して、社会教育

が人々や町に与える影響が大きいこと、また社会教育において人と人

とのつながりが大切だということを学びました。川島町は人々の温かさや

町への想いが強く、町民が事業に積極的に参加している姿が印象的

でした。その理由は、事業を運営する職員の方々の雰囲気が良く、町

民ともコミュニケーションがとれているからだと思いました。職員同士、ま

た町民と職員との距離が近いことが、町民の事業への積極的参加に

つながっていると思いました。町と人々とのつながりがあることで、互いに

学び合い、一緒に事業をつくる、そして新たな事業が生まれるという社

会教育の好循環が作られているのだと感じました。 

社会教育の大切さと同時に、難しさも学びました。学習する人々のニーズを把握し、それに応えられる事業をつくるこ

と、少ない人員で事業の準備や運営を行うこと等、社会教育の現状や課題を知りました。その課題解決のためには、

地域や人々との連携や協力が欠かせないことを学びました。今後の学習として、社会教育事業を市や街全体で行う

際の工夫や、都市と地方との違いについて、実習で得たものを活かして考えたいと思います。 

文学部英米文学科３年  澤田佳薫子 

 

 

12 月 17 日（土）に板橋キャンパスにて、社会教育実習報告会を開催します。実習に参加した学生たちが、7か

所の実習先で学んできたことの振り返りを行います。この報告会には、2年生も参加し、次年度の実習先の選定の参

考にしてもらいます。報告会終了後は、2年生対象の「社会教育実習説明会」を開催し、3年次の授業内容の説明

や実習に向けての要件確認、希望実習先調査も併せて行います。 

15:00～15:05 開会にあたって 16:15～16:30 彩の国子ども・若者支援ネットワーク 

15:05～15:20 埼玉県富士見市鶴瀬公民館 16:30～16:45 べてるの家 

15:20～15:35 埼玉県富士見市水谷東公民館 16:45～17:00 東京朝鮮第 6初級学校 

15:35～16:50 埼玉県富士見市南畑公民館 17:00～17:20 質疑応答・閉会の挨拶 

15:50～16:05 埼玉県川島町教育委員会 17:20～17:30 社会教育実習ガイダンス（2年生） 

16:05～16:15 休憩  

 

 

  9月 15日（木）より 2年目の社会教育主事講習が始まり、2期生 27名が受講しました。今年度は、4会場

【東京・大阪など】でスクーリングを開催しました。このスクーリングの様子は、次号以降でお伝えします。また、今年度か

ら立ち上がった「大東社会教育士会」もこの講習をサポートしており、講習の終了後には、受講生が「大東社会教育

士会」の定例会に参加する日もあるなど、より「学びの絆」が深まっているようです。 

現在、「大東社会教育士会」では、月 1回の Zoomによる定例会を行っており、定例会では様々なゲストスピーカ

ーによる話題提供といった情報交換が熱心に行われています。2期生の参加で、ますます「大東社会教育士会」の勢

いが増しているようです。 

 

【編集後記】  

紙面の都合から約 1年ぶりの編集後記となりました。 

4月から大学は、全面対面授業となり、キャンパスに活気

が戻ってきました。社会教育実習も感染対策に留意しなが

ら、無事に終えることが出来一安心です。実習先で体験した

ことや地域の方とのイベントでの関りを報告してくれる学生達

の嬉しそうな表情に癒される日々です。＜社会学部・阿部英之助＞  
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３. 社会教育実習を終えて（１） ~川島町教育委員会での実習~   
    

４. 社会教育実習報告会の開催  ~実習からの学びをふりかえる~   
                  

 

5. 2年目の社会教育主事講習が終了   ~2期生 27名が修了~   
                  

 


